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フィレスターの新技術。
試してみて下さい 総てに一歩リードするフィレスターの水産機械！総てに一歩リードするフィレスターの水産機械！総てに一歩リードするフィレスターの水産機械！

長年の実績と、300余りの特許技術が世界最高レベルの製品作りをお約束致します。 サケサバ小骨サバ

新型ピンボーンリムーバー
★小骨の抜き取りにも対応！

HACCPハマチ三枚卸し
★HACCP工場も安心！

新 型 ウ ロ コ 取 り 機
★改良機は小型魚から大型魚まで1台で！

青 魚 一 貫 処 理 ラ イ ン
★腹骨取り三枚卸しはお任せ！

＊青魚のヘッドカットから腹骨除去フィーレ、
スキンレス処理の一連を連結させ、スキンレ
スフィーレを量産します。

＊１尾50ｇ程度から800ｇに達する魚まで、ア
ジ、サンマ、サバ、何でも対応します。

＊スキンレス処理は皮
と一緒にゼイゴを剥
ぎ取り、アジの銀膜
（真皮）を美しく残
すフィレスターの独
自技術が光ります。

サンマ処理
サンプルアジ処理サンプル

スキンレス処理部分の
“特許”模倣品に注意！！

サーモンバンドフィーレ
★最新機は歩留まりをさらにアップ！

フィ－レ仕上がり 切り出した中骨

＊最新技術により高いウ
ロコ除去率を誇りま
す。

＊省スペース、省エネ型。
最新機種は、除去率を維
持しながら、1台で1尾
30g～8kgまで対応可。

＊簡単なダイヤル調整で
赤魚や真鯛の色素を残
した除鱗ができます。

カレイ

タ
イ

サ
ケ

＊多層平刃の一発切りにより仕上げは包
丁以上。

＊垂直切り、斜め切り共に可能で、刺身
を量産。

全自動刺身スライサー
★大型機は長さ50cmも一発対応！

＊他社と見比べて下さい。歩留
まりや身割れない仕上がりが
一目瞭然！

ハマチ背 ハマチ腹

＊魚ベルトを始め、左
右６枚の丸刃の内
側 ま で 完 全 に 洗
浄。しかも簡単に
丸刃交換が出来ま
す。世界でフィレ
スターだけの新技
術です。

＊生原料、解凍原
料のどちらにも
対応。

＊頭をカットした
原料魚を挿入
するだけで、中
骨、腹骨を美し
く除去。

身割れがなく高歩留まり 透けるほどの腹骨、中骨
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〒101-8370　東京都千代田区神田三崎町2-9-18　TEL 03-5275-5111

若者よ、漁師になろう。
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会　長　網　野　裕　美
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一　　般
社団法人 全国水産卸協会

２
月
１０
日
に
宮
城
・
気
仙
沼

向
洋
高
校
の
生
徒
を
対
象
に
し

た
漁
業
説
明
会
は
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
事
業
が
か
な
わ
な
い

遠
洋
マ
グ
ロ
は
え
縄
漁
業
の
イ

メ
ー
ジ
を
伝
え
る
た
め
に
、
現

時
点
で
で
き
る
精
い
っ
ぱ
い
の

内
容
を
詰
め
込
ん
だ
。
帰
港
中

の
民
間
船
で
船
内
を
見
学
し
、

造
船
所
で
は
建
造
・
点
検
中
の

マ
グ
ロ
は
え
縄
船
を
視
察
、
さ

ら
に
年
齢
の
近
い
船
員
が
伝
え

る
洋
上
の
生
活
や
漁
業
の
魅
力

は
鮮
烈
で
、
長
期
の
洋
上
実
習

で
も
得
ら
れ
な
い
構
成
だ
。
新

規
就
業
者
の
確
保
や
、
「
こ
ん

な
は
ず
じ
ゃ
な
か
っ
た
」
と
離

職
者
を
出
さ
な
い
た
め
に
、
あ

え
て
洋
上
の
仕
事
は
包
み
隠
さ

ず
、
胸
を
張
っ
て
発
信
し
た
。

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
は
事
前
に
生

徒
に
挙
げ
て
も
ら
っ
た
質
問
事

項
に
沿
っ
て
進
め
ら
れ
た
。「
船

は
洋
上
で
迷
子
に
な
ら
な
い

か
」「
船
酔
い
は
あ
る
か
」「
恋
し

く
な
る
食
べ
物
は
」
と
い
っ
た

質
問
に
、
浜
田
漁
業
部
（
岩
手

県
宮
古
市
、
濱
田
雄
司
社
長
）

の
第
６８
清
福
丸
に
乗
船
す
る
一

等
機
関
士
の
高
濱
龍
聖
氏
（
乗

船
歴
５
年
、
２５
歳
）、同
甲
板
員

の
伊
藤
澪
史
氏（
２
年
、
２０
歳
）

の
２
人
が
答
え
る
流
れ
で
、
約

１
時
間
を
費
や
し
た
。

遠
洋
マ
グ
ロ
は
え
縄
船
は
一

般
に
、
１
５
０
�
の
幹
縄
に
枝

縄
３
０
０
０
本
を
付
け
て
釣

る
。
「
初
め
て
揚
縄
作
業
で
、

休
憩
も
含
め
１３
時
間
か
か
っ
た

が
、
船
長
に
『
早
く
終
わ
っ
て

よ
か
っ
た
』と
言
わ
れ
驚
い
た
」

「
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
、
揚
縄
が

終
わ
っ
て
５
分
の
休
憩
で
投
縄

作
業
に
入
っ
た
」
と
い
っ
た
報

告
の
一
方
で
、
「
帰
港
し
て
３

週
間
ほ
ど
陸
に
い
る
と
海
が
恋

し
く
な
る
。
ま
た
（
沖
に
）
行

き
た
い
と
思
う
」
と
話
す
。
こ

の
感
覚
を
、
生
徒
ら
は
ど
う
感

じ
た
だ
ろ
う
か
。

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
生
徒
た
ち

が
興
味
を
引
い
た
話
題
の
一
つ

に
、
船
内
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
が
あ
っ
た
。
通
信
費
は
ま

だ
ま
だ
高
額
で
船
主
の
負
担
は

大
き
い
が
、
徐
々
に
で
も
通
信

環
境
も
整
備
さ
れ
始
め
て
お

り
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
程
度
な
ら
ば
使

え
る
船
も
出
て
き
た
。
１
月
に

竣
工
し
た
最
新
鋭
の
遠
洋
マ
グ

ロ
は
え
縄
船
の
第
１
昭
福
丸

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
常
時

接
続
環
境
を
実
現
し
て
話
題
を

呼
ん
で
い
る
。

ハ
ー
ド
面
の
投
資
が
十
分
に

で
き
な
い
船
に
は
、
操
業
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
か
ら
働
き
方
改
革
を

模
索
す
る
動
き
が
始
ま
っ
た
。

通
常
船
が
１０
〜
１１
か
月
で
１
航

海
の
と
こ
ろ
、
船
の
稼
働
効
率

と
水
揚
げ
に
支
障
の
な
い
範
囲

で
航
海
を
短
く
し
、
休
暇
を
長

く
取
る
。
第
６８
清
福
丸
は
８
か

月
航
海
で
４
か
月
休
み
の
体
制

を
、
実
験
的
に
取
り
入
れ
た
。

陸
上
で
は
土
・
日
曜
、
祝
日
を

休
む
と
約
１
２
０
日
に
な
る
た

め
で
、
８
か
月
ず
っ
と
働
い
て

１
２
０
日
連
続
し
て
休
む
イ
メ

ー
ジ
だ
。

労
働
負
荷
の
高
い
船
内
作
業

に
気
仙
沼
で
は
、
官
民
一
体
で

省
力
化
を
検
討
し
て
い
る
。
ト

ヨ
タ
自
動
車
の
「
カ
イ
ゼ
ン
」

を
取
り
入
れ
た
作
業
軽
減
の
検

討
会
は
、
超
低
温
冷
凍
庫
内
で

１
０
０
�
を
超
え
る
漁
獲
物
を

「
持
ち
上
げ
る
」
か
ら
「
滑
ら

せ
る
」
の
発
想
に
転
換
し
た
ス

ロ
ー
プ
を
開
発
し
、
現
行
船
に

も
導
入
し
た
。
枝
縄
を
幹
縄
に

か
け
る
金
具
（
ス
ナ
ッ
プ
）
の

圧
縮
な
ど
、
一
人
当
た
り
の
作

業
量
を
い
か
に
下
げ
る
か
を
テ

ー
マ
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

船
主
協
会
の
吉
田
鶴
男
事
務

局
長
は
リ
ク
ル
ー
タ
ー
と
し
て

東
日
本
大
震
災
後
に
１
２
７
人

の
若
手
船
員
を
送
り
出
し
た
。

そ
の
吉
田
事
務
局
長
か
ら
み
て

も
「
マ
グ
ロ
船
は
進
化
し
て
い

る
」
と
し
、
「
皆
さ
ん
や
ご
両

親
が
思
っ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
に

な
い
」
と
、
近
年
特
に
著
し
い

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら

の
改
善
に
言
及
。
職
業
選
択
の

一
つ
と
し
て
漁
業
を
考
え
て
も

ら
う
た
め
、
こ
う
し
た
支
援
に

携
わ
る
人
や
制
度
を
代
表
し
、

「
１
人
で
も
２
人
で
も
仲
間
に

な
っ
て
く
れ
る
の
を
待
っ
て
い

る
」
と
呼
び
掛
け
た
。

宮
城
県
北
部
船
主
協
会
が
主

催
し
、
遠
洋
マ
グ
ロ
は
え
縄
船

の
実
際
の
仕
事
内
容
を
気
仙
沼

向
洋
高
校
で
伝
え
る
企
画
は
今

年
で
２
回
目
。
昨
年
は
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
を
行
っ
た
あ
と
に
船
内

見
学
だ
っ
た
た
め
、
「
若
手
船

員
が
話
す
投
縄
や
揚
縄
、
冷
凍

庫
作
業
と
の
言
葉
を
聞
い
て
も

イ
メ
ー
ジ
し
に
く
い
の
で
は
」

（
船
主
協
会
）
と
配
慮
し
、
行

程
の
前
後
を
入
れ
替
え
た
。

船
内
見
学
に
は
浜
田
漁
業
部

の
第
６８
清
福
丸
が
開
放
さ
れ
、

漁
獲
物
の
ミ
ナ
ミ
マ
グ
ロ
を
宮

城
県
北
部
鰹
鮪
漁
業
組
合
が
寿

司
に
し
て
提
供
、
み
ら
い
造
船

が
マ
グ
ロ
船
建
造
の
工
程
を
案

内
し
、
新
人
船
員
研
修
で
実
技

講
師
を
務
め
る
漁
労
長
Ｏ
Ｂ
も

漁
労
紹
介
を
買
っ
て
出
た
。

な
ぜ
こ
こ
ま
で
手
を
尽
く
す

の
か
。

漁
船
員
の
不
足
や
高
齢
化
は

も
ち
ろ
ん
だ
が
、
気
仙
沼
が
遠

洋
マ
グ
ロ
は
え
縄
船
の
日
本
有

数
の
基
地
で
あ
り
、
市
の
人
口

減
少
、
何
よ
り
も
東
日
本
大
震

災
の
発
生
後
に
市
民
が
「
海
と

生
き
る
」
と
決
断
し
た
こ
と
も

大
き
い
は
ず
。
気
仙
沼
つ
ば
き

会
の
漁
師
カ
レ
ン
ダ
ー
発
行
や

出
船
見
送
り
、
港
町
の
仕
事
を

体
験
す
る
観
光
チ
ー
ム
気
仙
沼

の
「
ち
ょ
い
の
ぞ
き
気
仙
沼
」

も
、
そ
の
表
れ
だ
ろ
う
。

国
の
制
度
も
変
わ
っ
て
き

た
。
大
型
船
に
乗
る
幹
部
船
員

に
必
要
な
国
家
資
格
の
海
技
士

は
、
水
産
系
高
校
生
で
も
卒
業

後
に
１
年
９
か
月
の
乗
船
履
歴

が
な
け
れ
ば
受
検
で
き
な
か
っ

た
。
し
か
し
昨

年
５
月
の
省
令

改
正
後
は
学
校

で
３
か
月
の
乗
船
実
習
を
行

い
、
卒
業
後
に
水
産
研
究
・
教

育
機
構
水
産
大
学
校
で
６
か
月

の
乗
船
学
習
コ
ー
ス
を
修
了
す

る
と
筆
記
試
験
が
免
除
さ
れ
、

口
述
試
験
と
身
体
検
査
の
合
格

で
４
級
海
技
士
の
資
格
を
取
得

で
き
る
。

４
級
海
技
士
の
養
成
施
設
は

全
国
の
高
校
で
６
校
あ
り
、
そ

の
一
つ
が
こ
の
会
を
実
施
し
た

気
仙
沼
向
洋
高
校
の
情
報
海
洋

科
海
洋
類
型
（
１
年
生
２０
人
）。

「
な
ら
ば
そ
の
制
度
を
最
大
限

に
活
用
し
て
ほ
し
い
」と
、漁
業

界
が
寄
せ
る
期
待
は
大
き
い
。

攻める漁船員リクルート攻める漁船員リクルート

資
格
取
得
、制
度
が
後
押
し

資
格
取
得
、制
度
が
後
押
し

みらい造船では上架点検中の遠洋マグロはえ縄船やシップリフト施設を見学

（第３種郵便物認可）

今
こ
そ
、胸
を
張
っ
た
発
信

今
こ
そ
、胸
を
張
っ
た
発
信

第
６８
清
福
丸
の
機
関
室
を
案
内
す
る
高
濱
氏
（
写
真
㊤
右
端
）
と
投
縄
作
業
を
説
明
す
る
伊
藤
氏
（
同
㊦
左
端
）

漁
業
環
境

も
日
々
進
化

�
漁
業
環
境
�も
日
々
進
化

漁労長ＯＢの説明にも熱がこもる

仲間をつくる（遠洋）

２０２０（令和２）年３月１１日（水曜日）

枝縄の巻き取り（写真）や「縄刺し」も実演。操業
中に機械を止めないよう、素早い作業が求められる
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